
2018年3⽉期第1四半期決算の概要について説明いたします。
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決算の総括です。

海外売上の⼆桁伸⻑により、⼤幅な増収増益を達成しました。売上⾼は海外全地域で⼆
桁伸⻑となり、海外合計で前年同期⽐19％増となりました。また、⼼臓⾎管カンパニーでは、
買収した事業の売上も好調に推移したこともあり、４事業全てで⼆桁伸⻑となりました。その
結果、全社の売上⾼は12％増となりました。昨年度に実施した買収の影響を除くと4％増で
した。

営業利益は前年同期の⾼い⽔準を上回り、前年同期⽐９％増となりました。買収の影響
を除くと15％増、為替の影響を除くと17％増でした。

経常利益は、前年同期が55億円の為替差損に対し、当四半期は2億円の差益を計上し
たことにより、前年同期⽐50％増となりました。た と より、前年同期⽐ 増となりました。

純利益は、経常利益の増加に加えて法⼈税負担率の軽減もあり、前年同期⽐61％増と
なりました。
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前年同期⽐での営業利益の増減分析です。

最初に増益要因を説明いたします。売上の数量増による粗利益の増加はプラス81億円でし
た。粗利益率改善効果はプラス31億円となりました。この項⽬は、昨年度までは、「コストダウ
ン等による粗利益改善効果」と「事業ミックスの改善効果」という２つの項⽬に分けてお⽰しし
ていましたが、⼀時的な要因が多かったこともあり、⼀つの項⽬に集約しました。

次に減益要因です。価格下落はマイナス13億円で、ほぼ想定通りの⽔準でした。販売投資次に減益要因です。価格下落はマイナス13億円で、ほぼ想定通りの⽔準でした。販売投資
の増加でマイナス35億円、うち⼈件費の増加でマイナス21億円でした。今回から⼈件費の
増分を内訳として⽰しています。その他、研究開発費の増加でマイナス3億円、のれん等償
却費の増加で26億円のマイナス、為替の影響がマイナス15億円でした。内、期中平均レー
トの差による影響額は、前年同期と当四半期のレート差が⼩さかったため、マイナス3億円に
留まりました。⼀⽅、前年度の第１四半期は、英国のEU離脱決定の影響により急激に円
⾼が進んだため、海外⼦会社の棚卸資産に含まれる未実現利益の要消去額が当四半期と
⽐べて少なく その差がマイナス12億円となっています⽐べて少なく、その差がマイナス12億円となっています。

なお、2016年度買収分の影響額については、買収した会社・事業の当社グループへの統合
が進んでいるため、他の項⽬に含めて⽰しています。ご参考までに、⼀部PPAが完了していな
いため暫定値ですが、当四半期において、買収分ののれん等償却前営業利益は14億円、
のれん等償却費は26億円でした。⽌⾎デバイス「アンジオシール」の販売が好調に推移してい
るため のれん等償却前営業利益は 年間の予想額30億円に対し ⾼い進捗率となっているため、のれん等償却前営業利益は、年間の予想額30億円に対し、⾼い進捗率となってい
ます。
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地域別の売上⾼です。

海外での売上が⾮常に好調に推移したことにより、海外全体の売上⽐率は2016年度⽐で
4ポイント増えて68％に、⽇本は32％となりました。

⽇本では、⼼臓⾎管カンパニーは増収でしたが、ホスピタルカンパニーの減収により、前年同
期⽐で若⼲の減収となりました。期⽐で若⼲の減収となりました。

海外では、いずれの地域も⼼臓⾎管カンパニーが牽引し、⼆桁伸⻑となりました。為替の影
響を除いた場合も同様に全地域で⼆桁伸⻑となりました。

中国では全てのカンパニーで⼆桁伸⻑となりました。

アジア他では、⼼臓⾎管カンパニーの全事業と⾎液システムカンパニーが⼆桁伸⻑となりまし
た。
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次にカンパニー別売上⾼です。

収益性の⾼い⼼臓⾎管カンパニーの売上⽐率は、2016年度の51％から6ポイント増えて
57％となり、粗利益率の改善に寄与しています。中⻑期成⻑戦略では５年後に55％を⽬
標としていますが、16年度の買収により現時点でその⽔準を越えました。

⼼臓⾎管カンパニーの売上⾼は、前年同期⽐24％増となりました。買収した製品の販売が⼼臓⾎管カンパニ の売上⾼は、前年同期⽐24％増となりました。買収した製品の販売が
順調な滑り出しとなり、既存事業の売上も堅調に推移した結果、全事業で⼆桁伸⻑となり
ました。TIS事業が前年同期⽐24％増、ニューロバスキュラー事業35％増、CV事業12％
増、⾎管事業44％増となっています。

ホスピタルカンパニーの売上⾼は、⽇本で医療器の製品が代理店の在庫調整の影響を受け
たことに加えて、輸液ポンプ・シリンジポンプの買い控えもあり、前年同期⽐４％減となりました と 加えて、輸液ポンプ シリンジポンプ 買 控えもあり、前年同期⽐ 減となりまし
た。後ほどホスピタルカンパニーのスライドで詳細を説明いたします。

⾎液システムカンパニーの売上⾼は、2015年度下期以降に実施された⽶国の⾎液センター
向け製品の価格改定によるマイナスの影響が⼀巡したことに加えて、アジア、中南⽶といった
新興国やアフェレシス治療分野の売上増により、前年同期⽐４％増となりました。
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⼼臓⾎管カンパニーでは、既存事業が好調に推移したことに加えて、買収した事業の売上も
プ デ が好調に推移し、プラス95億円と⼤きく寄与しました。TIS事業はアクセスデバイスの販売が引

き続き好調に推移しました。ニューロバスキュラー事業では、コイルの新製品投⼊やスタディの
結果が追い⾵となり、ハイドロゲルコイルが好調に推移しました。また吸引カテーテルも⼤きく売
上を伸ばしました。CV事業は、海外を中⼼に販売が堅調に推移しました。

事業利益は、売上拡⼤に伴い増益となりました。事業利益率は前年同期⽐５ポイント低下
し 26％となりました 前年同期が 時的な要因で31％と⾮常に⾼い⽔準であ たことに加し、26％となりました。前年同期が⼀時的な要因で31％と⾮常に⾼い⽔準であったことに加
え、為替の影響や価格低下、昨年度に買収したボルトンメディカル社の粗利益率がまだ低い
⽔準にあることなどが要因です。2016年度年間の事業利益率が25％であること、また中⻑
期成⻑戦略でも25％以上を⽬標としていますので、26％は標準的な⽔準と考えています。
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ホスピタルカンパニーは、第1四半期は減収の計画でした。これは、医薬品・栄養で透析液⽤
グのバッグ供給終了や、ヘルスケアで⾎圧計等の製品で収益性改善に向けたアカウントの整理

を⾒込んでいたことに加え、アライアンス事業で、製薬企業の発注タイミングの違いにより、当
期は前期と異なり下期に売上を⼤きく⾒込んでいることによるものです。

⼀⽅、医療器の製品で代理店の在庫調整や、輸液ポンプ・シリンジポンプの買い控えなどに
よるマイナスの影響が想定よりもやや⼤きく出ました。ただし、代理店の在庫調整の影響は、5
⽉以降⼩さくな てきています また 病院の予算執⾏上 輸液ポンプ シリンジポンプなどの⽉以降⼩さくなってきています。また、病院の予算執⾏上、輸液ポンプ・シリンジポンプなどの
資本財への投資は、期初は低い⽔準で推移する傾向があります。加えて、当社は８⽉下旬
に新型の輸液ポンプを発売する予定ですが、これも買い控えの要因の⼀つではないかと⾒て
います。カンパニー全体の売上計画は下期偏重となっていますので、年間では計画を達成で
きると⾒ています。

事業利益は 前年同期⽐で5億円の増益 事業利益率も１ポイント改善し15％となりまし事業利益は、前年同期⽐で5億円の増益、事業利益率も１ポイント改善し15％となりまし
た。これは、低収益アカウントの整理による粗利益率の改善や、経費のコントロールなどが寄
与しています。
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⾎液システムカンパニーは、⽶国の⾎液センター向け製品の価格改定によるマイナスの影響
がが⼀巡したことに加えて、従来から堅調に推移していたアジアや中南⽶、海外でのアフェレシス
治療分野の売上増も寄与し、増収となりました。

事業利益は、⾎液センター向け製品の物量増加に加えて、収益性の⾼いアフェレシス治療
分野の売上が伸⻑したことにより、前年同期⽐30％増となりました。
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当四半期の主なトピックスです。

最⼤のトピックは、４⽉から代表取締役会⻑の三村、代表取締役社⻑の佐藤による新経
営体制がスタートしたことです。

５⽉にはカテーテル製品の開発促進と開発⼒の強化を⽬指し、愛鷹⼯場内に「TIS 
Mastery Center」を開設しました。新たに開設する南カリフォルニアの開発拠点とともに、カMastery Center」を開設しました。新たに開設する南カリフォルニアの開発拠点とともに、カ
テーテル製品の⾃社開発⼒を強化していきます。
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今年度のパイプラインです。ほぼ想定通りに開発が進捗しています。

以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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